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【概要】 

これまで 3 年間にわたって、企業で働く女性たちが「定年」という節目に向けてその後

の「セカンドキャリア」をどう捉えているのかを調査してきた。初年度には実態調査及び

ニーズ検討、次年度にビジネスシーズの検討、そして本年度はシーズの実現に向けての調

査を実施した。本報告では、初年度・次年度の調査・研究結果をもとに実施した最終年度

の調査報告を行う。 

 

1. これまでの調査・研究 

 

1.1. 先行研究と課題意識 

 

数少ない先行研究の中で筆者たちが特に注目したのは、「男性中心社会の中で男性以上の

働きを示すことで地位を確保してきた女性の場合は男性よりも定年に伴う役割喪失による

ストレスとなる可能性がある」（袖井 1988）という見解と、「これからシニアになる女性は

これまでのシニア女性のように自然には地域社会に溶け込んでいかないかもしれない。『女

性は大丈夫』とは必ずしも言えないのではないか」（倉重 2015）という問題提起である。 

 

1.2. ニーズ発掘とシーズ検討 

 
2016、2017 年度は図 1 の流れで 
調査・研究を実施し、結果、 
以下のことが明かになった。 
 
 

 

 定年後は時間的にゆとりのある仕事をしながら人生を楽しんでいきたいが、その為に

必要な準備が具体的にはなっておらず、それが将来への不安を形成している。 

                             
1 昭和女子大学 現代ビジネス研究所 研究員 

図 1：研究の進め方 
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 不安の中身は、①将来の生活に対する知識（特にお金に関する知識）②自分は何がで

きるのか何をしたいのかわからない自己理解 ③参考にすべきモデルが周囲にない 

 情報の提供方法としては Web と講演会のニーズが高い 

 

また、検討したビジネスシーズは以下の 4 つ 
 シーズ 1：Web メディア運営（ワンストップでの情報提供） 
 シーズ 2：研修・セミナー（マチュア世代の働く女性対象のセカンドキャリア研修） 
 シーズ 3：起業支援（専門家による起業・プロモーション支援、会員相互の業務支援） 
 シーズ 4：Work シェア（企業からの業務請負、各人の専門スキル活用） 
 

2. セカンドキャリア研修 

 

2.1. 事前調査 

 

シーズ 2 の研修・セミナーのニーズを把握するためにアンケートを実施した。 
 
2.1.1. 企業調査 

 

 アンケート期間：2018 年 7 月 24 日から 8 月 7 日まで 

 対象：昭和女子大学ダイバーシティ推進機構に所属するメンバー企業の担当者 

 アンケート方法：Web による質問形式 

 質問内容：企業情報（規模、女性従業員比率、定年制度）、50 代以上で企業が残って 

欲しいと求めるシニア人材像、セカンドキャリア研修の有無と内容、 

それぞれの男女差、40 代からの女性社員に期待すること。 

 回答数：回答企業 24 社（本音を聞くため、敢えて無記名調査とした） 

 

 

企業規模は 100 人から 5,001 人以上と様々だが、 

1,001 人以上の企業が 6 割を占める（図 2）。 

 

調査では、“50 代以上の従業員のなかで、なるべく長く 

勤めて欲しい人材はどの位いるか？”という質問に対し

て、“半分”という結果が多くあった（図 3）。 

 

「全ての従業員が定年まで勤めて欲しいと企業は思っていない」という筆者たちの仮説が

想定以上に厳しい結果として現れ、中高年の会社での役割や期待値を見直す必要があると

図 2：企業規模（従業員数） 
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言える。バブル期入社の従業員（50 歳前後）が人員構成の中で重くのしかかっている企業

にとっては、新陳代謝を進めるうえで、中高年の従業員に次の人生を早くから考えてもら

いたい、残るなら会社に貢献する人材であって欲しいとのニーズが調査から読み取れた。 

女性に向けたキャリア研修の必要性については、男女差はないと回答する企業もあったが、

一方で女性のキャリアステップが男性と異なるため別にあっても良い、女性の社歴が長く

なる中でロールモデルとして後輩育成に貢献して欲しいなどの理由から研修ニーズがあっ

た（図 4）。 

 

 

2.1.2. 個人調査  

 

 アンケート期間：2018 年 8 月 1 日から 8 月 29 日まで 

 対象：45 歳以上の正社員として働く女性たち  

 アンケート方法：Web による質問形式（質問内容は企業向けとほぼ同じ） 

 回答者数：63 名 内有効回答数：32 名（全問回答された方の数） 

 

企業向けと同様の質問を働く女性自身に調査した。個人として女性向けのセカンドキャリ

ア研修に興味があるかどうか、企業の中に取り入れて欲しいか、自らが受講したいか等を

聞いた結果、受講希望は 53％（図 5）と若干多いに留まった。希望しないという回答の大

半は男女別にする理由がわからないと回答理由に挙げている。男女別の必要性を認識して

いる人ほど受講を希望していると言え、男女平等と言いつつ、現状では仕事でも家事負担

でも男女差があること、また子供の有無、既婚、未婚により事情が異なるので、その点に

ついても女性向け研修のニーズがあるとの意見があった。 

 

さらに研修の開催希望時間を聞いたところ、就業時間内に開催して欲しいが多く（図 6）、
また 95％が他社との合同を希望すると回答した（図 7）。 

 

 

 

図 3：企業に残って欲しい 50代以上人材の割合 図 4：女性向け研修があれば受講させたい
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また、研修内容については、マネープランのほかにキャリアの棚卸や将来像、転職事情と

自身の市場価値、企業に残る場合の役割についてニーズが高かった（図 8）。 

 

  

 

 

以上のような調査結果を受けて、次のステップとしてプレ研修を実際に行い内容の確認や、

企業、個人でのニーズを更に深堀した。 

 

2.2. プレ講座の実施とアンケート結果 

 

想定したセカンドキャリア研修が受け入れられるのか、ニーズに合っているのかを調査す

るために、以下の概要でプレ講座を実施した。これは、本講座の一部を紹介するという位

置付けで、開催にあたっては企業において従業員教育を検討している人事部門・教育部門

の関係者が参加しやすいように平日の午後に設定した。 

 

2.2.1. プレ講座概要 

 

 開催日：2018 年 12 月 4 日（火）15:00～17:30 
 開催場所：昭和女子大学本部館中会議室 

 講座内容：①なぜ、女性のためのセカンドキャリア講座が必要なのか？ 

②自分らしく生きるためのセカンドキャリア（在りたい自分を考える） 

③働く女性だからこそ、知っておくべき“お金”の話 

④50 代・60 代の転職市場（転職市場の厳しさ） 

図 6：研修の開催希望時間 図 5：女性向け研修の受講希望 

図 8：受講したい研修科目 図 7：自社内か他社と合同か 
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2.2.2. プレ講座実施後のアンケート結果 

 

プレ講座実施後、参加者にアンケートに記載してもらった。その結果を以下に報告する。 

 

 申込者：52 名、参加者：46 名（88%） 

 アンケート回答者：44 名（女性 42 名、男性 2 名） 

年齢的にはまだ多少定年まで時間のある 50 代前半が半分を占めていた（図 9）。平日昼間に

関わらず想定していた以上の参加者があり(想定は 40 名)、自分が受講したいためと回答し

た人が 64%、自社導入の立場（人事・教育）との両方と回答した人を合わせると 82％が自

分事として捉えており、関心の高さが伺えた（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な参加理由については、以下のとおり (アンケートから抜粋)。 

 

• 50 代に入り、これからの自分の生き方、働き方について考えてみたかった。 

• 役職定年を目前とし、今後の身の振り方の参考になればと思いました。 

• 50 代からの生き方、考え方の変化、生涯現役でいるために今何を準備すべきかのヒ

ントを得たいと思った。 

• 男性ネットワークからは得られない女性のためのセカンドキャリアの築き方、考え

方のヒントを得られればと思いました。 

• もやもやとしたセカンドキャリアに関する諸々を晴れやかにする。 

• 自社もこれから 50 代後半の女性社員が増える。65 歳まで前向きに働いてもらうた

めの施策が必要。 

 

また、受講後の感想としては、各内容について五段階で評価してもらったところ、平均 4.4
と概ね高い評価を得、本講座の受講についても前向きな評価であった（図 11、図 12）。 

図 10：参加の立場 図 9：プレ講座参加者年齢 
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以下、参加者の感想(アンケートから抜粋) 

 

事前期待に対して 

• 期待以上だった。自分の今後のキャリアの参考になった。 

• 定年はまだ先と思っていましたが、今後のキャリアを考えていく必要があると気づ

かされました。 

• セカンドキャリアとは？と老後の不安がどういうものなのか、第一歩を踏み出せた

と思います。 

• まさに大切なヒントを頂きました。現実を直視することができたのも良かったです。 

• 思ったよりも若いうちから準備が必要そうだとわかりました。 

 

本講座について 

• 同じように将来について不安を抱えている女性も多いので、キャリアを考える(見直

す）機会として有効。 

• 自分が受講したい。 

• もっと自分を深く考えて、次のステップにつなげたい。会社での 40 代キャリア研

修講師をしているので参考にしたい。 

 

一方で 

• 会社においてはこの世代の女性に対象を絞っての実施はおおよそ理解を得づらいか

と思われます。この世代の女性は課題意識も高いと思われるので、個人で受講しや

すい設計であると良いかと思います（費用面＋受講することのバリュー）。 

 

という、研修コストという面で、この年代の女性に対する企業の姿勢が見える意見もあっ

た。 

 

各内容についてのコメント 

①「なぜ、女性のためのセカンドキャリア講座が必要なのか？」 

図 11：参加後の期待値変化 

 

図 12：本講座受講について 
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• まさにこれから必要となるテーマだと思います。先輩世代はほとんどいないので。 

• 男性 Dominant の組織の中では決して得られない視点。課題に気づくことができま

した。 

②「自分らしく生きるためのセカンドキャリア」（自分の棚卸） 

• 定年後も働くつもりでいても漠然としており目標を持ってはいません。考えるきっ

かけになりました。 

• キャリアを考えるためのヒントを頂けた。新しい捉え方を知ることができ活かせる

と感じた。元気が出ました。共感できました。 

③「働く女性だからこそ、知っておくべき“お金”の話」（これからのお金のこと） 

• 大変参考になりました。考えてはいますが、専門家のコメントはとても説得力があ

ります。 

• 時間をとってしっかり聞きたい内容だった。 

④50 代・60 代の転職市場 

• 厳しい現実がよくわかりました。 

• 企業は市場価値を重要視することが良くわかった。自社の女性にも認識して欲しい。 

 

本講座で実施を希望する内容については、今回実施した内容がやはり一番必要とされてい

るようであった（図 13）。 

 

さらに、筆者たちは、こういった内容は、自分ひとりで考えるのではなく、同じ悩みを持

つ女性たちで情報共有しあうことが大切であると考え、セカンドキャリアに向けて考える

コミュニティの必要性についても参加者に意見を聞いた。その結果、回答者 44 人中 28 人

（64%）が参加すると回答。うち 57%はオンライン・オフライン両方、あるいはこだわら

ない。11%はオフライン、32%はオンラインがいいと答えており（参加しないとの回答 1 名

は男性）、こういったニーズが高いことがわかった（図 14）。 

 

     

 

 

 

 

図 13：受講内容ニーズ 図 14：コミュニティ参加希望筆
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2.2.3. プレ講座実施のまとめ 

 

プレ講座は概ね高評価であった。参加者に講師の知人も多く全体的に甘い評価だったとも

考えられるが、参加者の感想からもニーズはあると確信できた。 

 

3. 情報提供 WEB サイト 

 

3.1. サイト開設と移転 

 

シーズ１の具現化として 2017 年 11 月に情報提供サイトを開設し、その有用性を探った。

内容の検討にあたっては「企業の中で男性と同様に責任ある仕事に従事してきたマチュア

世代の女性たち」をペルソナとして設定した。様々な記事を掲載し、どういった記事に反

応するかを測定することで、彼女たちの関心事項の把握を試みた。記事の主なカテゴリは、

キャリア、お金、健康、介護、先輩事例である。 

 

当初、「マチュア世代」というキーワードと「女性」というキーワードから、サイトの名称

（及びドメイン）を大人の女性の意味で mature women としたところ、英語としての「熟

女」のニュアンスから、同じく mature women の名称で解説した Facebook ページに、勘

違いした海外の男性からのアクセスが増えてしまった。また、サイトドメインとして

maturewomen.co.jp を使用していたが、誤って maturewomen.com にアクセスしてしまう

と、海外のいかがわしい写真を掲載したサイトが表示されてしまうことが判明した。その

ため、急遽、ドメインを変更することにし、これに合わせてサイトの UI も改善した。新サ

イトは 2018 年 7 月 1 日に開設した。 

 

3.2. サイトアクセス状況 

 

本サイトのアクセス状況については新サイトの分のみ報告する。分析は Google Analytics、
並びに Search Console を利用した。 

 

7 月 1 日から 12 月 31 日までの 6 か月間のアクセス状況は下記のとおり 
 ページビュー：15,512 （月平均：2,585） 
 訪問数：10,585 （月平均：1,764） 
 平均ページ滞在時間：01:31 
 直帰率：67.13% 
 離脱率：35.08% 
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2018 年 12 月 3 日の読売新聞で本サイトを紹介いただく機会を得たことで、新聞掲載の日

のアクセスが全体ページビューを押し上げている。メディアの影響力は大きい（図 15）。 

 

 

 

基本的に新規に記事を掲載すると、その月のアクセス上位にその記事がランクインする。 

アクセスページのトップ 5 は、以下のとおり 

1 位：TOP ページ 
2 位：プレ講座の案内 
3 位：SWOT 分析で自己分析 
4 位：サイトのコンセプト 
5 位：年金の基本 

 

内容的には年金、SWOT 自己分析、雇用保険、マネープランなど、お金や自分探しが上位

に来ている（図 16）。 滞在時間の平均は 1 分半だが、上位 14 位までを見てみると、（上

位 4 つは無関係）約 3 分半以上あり、しっかりと記事を読んでいただいていると言える（図

17）。  
 

    

 

 

図 15：サイトアクセス状況 

図 16：ページビュー上位 図 17：ページ滞在時間上位 
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アクセス上位チャネルは、Organic Search（検索）

（59.6%）、Direct（直接 URL 指定）（25.5%）、Social
（SNS）（11.6%） 他 6 割近くが検索エンジンから

というのは、サイト開設から 6 か月がたち、更新頻

度は多くはないが、それなりに有益な情報を出して

いると Google が評価しているからかと推測される

（図 18）。  
 
次に、検索の状況を分析すると、表示回数では、年金、自己分析、カフェ経営などが上位

にあがってきている（図 19）。一方、クリック数、クリック率でも自己分析関連が上位にな

っている（図 20）。 
 

    

 

全体的に自分探し関連の記事へのアクセスが多いが、これは就職活動中の若者たちのアク

セスもかなりの部分を占めているのではないかと想像できる。 

 

今回、もともとの狙いはターゲットの女性たちの興味関心を調べることであったが、オー

プンに公開していること、ならびに SEO 的に自分探し系で効果が出てきたことで、ターゲ

ット属性以外のユーザによる閲覧が増えてしまった可能性があり、ターゲットの興味関心

が何であるかを知るという当初のねらいからは遠ざかってしまった。 

 

4. まとめ 

 

これまで 3 年にわたり、マチュア世代の働く女性の「セカンドキャリア」についての意識

を調査・研究してきた。現在の 60 代はまだまだ元気で「老後」という言葉を使うにはほど

遠く、さらに人生 100 年時代と言われる昨今、60 代で「定年」を迎えても、何らかの形で

働き続ける女性たちは今後も増え続けるであろうことは想像に難くない。一方、今後 20 年

図 19：表示回数上位 図 20：クリック数上位 

図 18：アクセス上位チャネル 
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で約 381 万人の女性が定年に直面する（2017 年総務省「労働力調査」）という調査結果も

あり、彼女たちが「定年」を意識したときに、将来に向けてのもやもやとした不安を払拭

するための、具体的に将来を考え準備するための支援が求められており、それによって彼

女たちが、これまで培ってきたスキルや経験、能力を生かして社会に引き続き貢献してい

けるようになることが、今後の高齢化社会に向けて重要なことであると考える。 
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